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性別 年齢 疾患・副作用情報 治療中の疾患 薬剤名 投与量用法 薬剤名 投与量用法

①ﾑｺﾀﾞ・ﾑｺｿ･ｱｽﾍﾞﾘﾝ 毎食後 毎食後

②ﾑｺﾀｲﾝﾞ・ﾑｺｿﾙﾊﾞﾝ 毎食後

セフゾンC100mg ３C 毎食後 セフゾンC１００ｍｇ ３T 毎食後

カロナール200mg ２T 頓服

ﾒﾁｺﾊﾞｰﾙ錠５００μ ３T 毎食後 ﾒﾁｺﾊﾞｰﾙ錠５００μ ３T

ﾒﾁｸｰﾙ錠５００μ

ラミクタール25mg １T 朝食後 デパケンR200mg ３T 朝夕食後

ｴｸｾｸﾞﾗﾝ錠１００ ｴｸｾｸﾞﾗﾝ錠１００

ジプレキサ2.5mg １T 就寝前 レボトミン5mg １T 就寝前

ｱﾍﾞﾛｯｸｽ40０mg １T 夕食後 クラビット250mg ２T 夕食後

アスパラK300mg ３T 毎食後

ムコスタ錠100mg セフタックC50mg

セフタックC５０mg

ムコスタ・モトナリン ムコスタ・モトナリン

ムコスタ・ｴﾍﾟﾅﾙﾄﾞ

セルベックス細粒 セルベックス細粒

ムコスタ錠100mg

テリポリン皮下注 採血オーダー

ビタミンＤ

レバミピド錠100mg レバミピド錠100mg

ムコスタ錠100mg

レバミピド錠１00mg レバミピド錠100mg

ムコスタ錠100mg

アクトネル17.5mg アクトネル17.5ｍｇ

ボノテオ錠50mg

タガメット錠 タガメット錠

ラニチジン錠

レバミピド錠100mg レバミピド錠100mg

ムコスタ錠100mg

ザラカム配合点眼液7.5ml 1日1回 ﾗﾀﾉﾌﾟﾛｽﾄ0.00% 7.5ml 1日1回

ﾁﾓﾚｰﾄ0.5% 15ml 1日2回
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平成２４年度後期プレアボイド報告

フロモックス100mg ３T 毎食後 クラリス50mg ４T

薬剤管理指導

医師からの相

談

その他（高額な

支払）

薬剤変更 2013/3/8

イソプロピルウノプロストン点眼液(ﾚｽｷｭﾗGE)中止、ザラカム点眼へ変更。通常の受診感覚が長くいつも多めに処方がある。今回も初薬ではあるが本人の希望で3本処方。今までの一部負担金からかな

り高額になった為、受け取りを拒否、医師の疑義照会、ｼﾞｪﾈﾘｯｸ2種への変更提案し変更になった。本人一部負担金にも納得し治療の質を落とすことなく変更できた。配合剤が増えてきた現在、アドヒアラ

ンスに問題のない患者さんに対しては、医療費削減も含め参考になる事例と考え報告。　変更による一部負担金差額1290円　　ﾗﾀﾉﾌﾟﾛｽﾄ（ｷｻﾗﾀﾝGE）　ﾁﾓﾚｰﾄ（ﾁﾓﾌﾟﾄｰﾙGE）

お薬手帳 重複投与 薬剤中止 2013/2/6

他科にてレバミピド錠（ムコスタGE）、定期服用、同じ薬の為疑義照会後、ムコスタ中止

17

男性 65 緑内障

16

女性 78

患者からの

訴え

重複投与 薬剤中止 2013/1/25

他科にてラニチジン（ザンタックGE）定期処方、今回、肩腱板石灰溶解の為タガメット処方。類似薬効の為他科にて服用目的説明し、疑義照会石灰溶解治療終了までラニチジン中止を確認

薬歴 重複投与 薬剤中止 2012/12/5

他科にてアクトネル17.5mg定期処方、今回骨量検査でボニテオ50mg錠処方、薬剤切り替えの指示か確認したところボノテオ50mg錠処方が中止になり、アクトネル17.5mgを継続することになった。

15

女性 72

14

女性 72

お薬手帳 重複投与 薬剤中止 2012/11/9

他科にてレバミピド錠、定期服用、同じ薬の為疑義照会後、ムコスタ中止

お薬手帳 重複投与 薬剤中止 2012/11/5

13

女性 86

その他（薬情） 併用中止 服薬指導 2012/11/1

12

女性 49

薬歴にメイアクトによる薬疹歴があるのを確認、DRに疑義照会後マクロライド系に変更

3

薬剤変更

他科よりエクセグラン錠100服用中の為、ラミクタールと併用するのか、併用する場合の服用パターンの確認の為疑義照会、ラミクタールは中止になりデパケンR200mgへ変更しｴｸｾｸﾞﾗﾝと併用との指示

有。

薬剤管理指導

男性 調剤

4

眼科受診の患者さん。整形外科よりメチコバールの投与有(3x28日分）、眼科より　メチクール錠（メチコバールGE)　処方、ＤＲ疑義照会後メチクール中止となる

2013/2/19

6

ジプレキサ2.5mg１T就寝前で追加処方、服薬指導時糖尿病であること、アマリール・グラクティブを服用中であることが判明、ＤＲに問い合わせジプレキサ2.5mg中止、レボトミン5mg１Tへ変更、禁忌薬を

回避できた

5

同種同効薬重複

Ｎｏ

情報提供前

1

お薬手帳70

調剤

重複投与

医薬品

情報提供

54

患者情報 報告に関する患者追加情報

禁忌薬歴

メイアクトＭＳ・

牛乳アレルギー

２５ｋｇ

10 BW２３ｋｇ女性 処方箋

①②の順で処方されていた。①→②の経時投与の指示がなかったため、重複投与の可能性を考え疑義照会したところ②の削除指示。他に抗生剤7日分の処方有。①②各々14日分処方で投与日数が一

律でない為見過ごしてしまったかもしれない。

男性

男性 9

2013/1/8

2013/2/25

薬剤変更

薬剤中止

お薬手帳

処方箋

禁忌

患者からの

訴え

お薬手帳

重複投与

薬剤変更禁忌

薬剤変更お薬手帳

他科にてセフタックＣ50mg(セルベックスGE）定期処方、今回短期にてムコスタ錠処方　薬効類似の為疑義照会しムコスタ中止となる。

重複投与

11

他科にてビタミンＤ処方、テリポリン皮下注使用時は血清カルシウム値が上昇することがあるので、ビタミンＤ製剤との併用は避けることが望ましいとなっているので情報提供、採血オーダーが入り、次回

結果にて、他科ビタミンＤ製剤継続か中止かをＤＲが判断することに繋がった

薬剤管理指導

処方箋監査

お薬手帳

他科にてムコスタ錠、モトナリン錠（テルネリンGE)　定期処方、今回短期にてムコスタ錠、エペナルド錠（ﾐｵﾅｰﾙGE）　処方　薬効類似の為疑義照会しムコスタ・エペナルド錠中止となる。

女性 87

男性

他科にてセルベックス細粒定期処方、今回短期にてムコスタ錠処方　薬効類似の為疑義照会しムコスタ錠中止となる

2012/10/16

薬剤中止

お薬手帳

女性 20

低K血症

糖尿病47女性

85

肝炎の為、アベロックス処方、低カリウム血症の為、アスパラKを処方だったが、低カリウムにアベロックス禁忌、またお薬手帳によりK製剤服用中の為疑義照会後アベロックス。アスパラK中止

女性 75

201210/15

薬剤中止

薬剤中止

重複投与

2012/10/1

歯科受診の患者さん。他科受診の有無を確認したところ、他医院にてカロナール錠を服用中であることが分かる。歯科に疑義照会しカロナール錠中止となる。

薬剤中止

10

7

女性 82

8

9

男性 64

気管支炎

2013/3/4

担当薬剤師 報告日情報発端

原因・疑義照

会内容

ﾑｺﾀﾞｲﾝ・ﾑｺｿﾙﾊﾞﾝ･

ｱｽﾍﾞﾘﾝ

情報提供後

の変更事由

情報提供後

重複投与

処方監査

重複投与

薬剤中止 2013/2/15

朝夕食後

処方監査・調剤

2013/3/1薬剤中止


